
国立教育政策研究所教育課程研究指定校 新宿区立四谷小学校

社会的事象の見方・考え方を働かせて
学習問題を協働的に追究する社会科学習

～主体的に学習に取り組む態度の育成方法と
学習評価の工夫を通して～



国立教育政策研究所教育課程研究指定校 新宿区立四谷小学校

社会的事象の見方・考え方を働かせて
学習問題を協働的に追究する社会科学習

①社会的事象の見方・考え方を働かせることができる
教材開発の工夫

②児童の学びを深める問題解決的な学習過程と
「問い」の構成の工夫

③学習問題を学級で追究して学びを深める
協働的な学習活動の工夫

④主体的に学習に取り組む態度の育成方法
と学習の評価方法の工夫

～主体的に学習に取り組む態度の育成方法と
学習評価の工夫を通して～



国立教育政策研究所教育課程研究指定校 新宿区立四谷小学校

社会的事象の見方・考え方を働かせて
学習問題を協働的に追究する社会科学習

令和元年度の研究実践 新教材の開発

①３年「地域に見られる販売の仕事」
②３年「新宿区の移り変わり」
③４年「自然災害から人々を守る活動」
④４年「東京都内の特色ある地域の様子

（国際交流がさかんな地域）」
⑤ ５年「情報を活用して発展する販売業」
⑥６年「戦争のころのくらしと戦後の新しい日本」
⑦６年「我が国の政治の働き」



国立教育政策研究所教育課程研究指定校 新宿区立四谷小学校

社会的事象の見方・考え方を働かせて
学習問題を協働的に追究する社会科学習

令和２年度の研究実践 新教材の開発
①３年「新宿区の様子～干布小に伝えよう～」
②３年「地域の生産の仕事～染物工場～」
③４年「東京都の様子～都道府県プログラミング～」
④４年「ごみの処理～清掃工場のない新宿区のごみ～」
⑤４年「東京の伝統や文化～須賀神社の祭り～」
⑥５年「稲作の盛んな地域～ＪＡ天童との交流～」
⑦５年「これからの食糧生産～食糧サミット～」
⑧６年「国づくりの歩み～四谷にも残る縄文の遺産～」
⑨６年「貴族の文化～文化の特色を考えよう～」



①社会的事象の見方・考え方を働かせることができる
教材開発の工夫

教材開発・教材分析をするポイント
①何を理解できればよいのか？

→具体的知識＋概念的知識
②働かせる見方・考え方は何か？

→着目する視点+考える方法
③どのような「問い」が必要か？

→見方・考え方が働く「問い」
④どのような資料が必要か？

→①～③を踏まえた資料
⑤社会との「出合い」「つながり」をどう意識させるか？



★知識、見方・考え方、問い、資料から指導内容を分析する

問 い
見方・考え方
具体的知識
資 料

問 い
（活 動）

見方・考え方
概念的知識

問 い
見方・考え方
具体的知識
資 料

問 い
見方・考え方
具体的知識
資 料

問 い
見方・考え方
具体的知識
資 料

学習問題

社会との
つながり・関わり

教材開発の工夫 指導内容の構造

出合い



視点に着目して問いを追究する教材開発の工夫

四谷には、いろいろな種類の
お店があちこちにある。新宿
通りぞいにスーパーなどお店
が多く、駅の近くでは食べ物
を売る店が多くあることが分
かった。

問い：「わたしたちは、どこで
どのようなものを買っているのだろう。」

【見方・考え方】

商店の分布に着目

視点が働きやすい資料を選択・加工することが有効



獲得した知識を比較・関連付けて考える

A店B店 C店

店の広さや場所によってく
ふうはちがうけれど、どの
店も売り上げを高める工
夫していることは同じだ。

店の工夫の相違点

共通点

売り上げを高める
ための工夫の理解

問い：「A店以外のスーパーでは、
どのような工夫をしているのだろう。」

教材開発の工夫

【見方・考え方】

３つの店を比較し、
関連付けて考える



考えたことを表現して社会とつながる

みんなで調べたら知らない
お店がたくさんあった。どの
店にもそれぞれの人気のひ
みつがあったから、今度行
ってみたい。こんなにお店
のある四谷ってすごいとこ
ろだなと思いました。

【見方・考え方】
店の工夫やよさを総合して
考え、ポスターに表現して

ポスター作成を通して
地域とつながる

問い：「お店のよさを
どのようにつたえるとよいのだろう。」

教材開発の工夫



児童アンケートの分析

教師アンケートの分析

全国平均を上回り、研究実
践前から向上。児童は社会
的事象の意味を捉えている。

見方・考え方を働かせる授業を
するようになる一方、社会科の教
材研究の難しさが分かってきた。

教材開発の工夫



「指導内容の構造」の様式の開発・活用を通して

○学習指導要領の内容を適切に授業構想に反映
○教材研究がシャープになり、

資料の選択・焦点化・加工ができた。
●新単元の教科書教材以外の開発が難しかった｡

教材開発の工夫 成果と課題

視点・問い・知識・資料から指導内容
を明確にした教材研究をして授業構
想を立てることが重要



②児童の学びを深める問題解決的な学習過程と
「問い」の構成の工夫

学習問題を中心に問いを構成するポイント
①問いの役割を明確に
・学習問題を把握することにつながる問い
・事実を追究し捉える問い
・特色や意味を考える問い
・社会との関わりを考える問い

②何に着目して調べるのか？
③どのような考え方が働くのか？
④問いがどうつながるのか？



第４学年「ごみはどこへ」
の問いの構成

問いの構成の工夫

ごみの量
の変化・
分別

ごみ処理
の仕組
みを中心
に追究

ごみ処理
の変化と
関わる人
々を中心
に追究

ごみ減量
を考える



問いの構成の工夫 事実を追究する問い

ごみは、たくさんの人たちの協力で、だんだん安全に衛生的に処理される
ようになった。だから、今は健康に安全に暮らすことができると分かった。

【変化や改善に着目】

「ごみの処理の仕方の今と昔をくらべてみましょう。」

問い：「ごみの処理の仕方はどのように
変わってきたのだろう。」

問いの
追究を支
える発問
と資料



問い
「どうしてこんなにたくさ
んの人でごみの処理
をしているのだろう。」

問いの構成の工夫 特色や意味を考える問い

【様々な人の働きを
関連付けて考えて】

学習問題について調べたことを関係図にまとめる。

清掃工場のない新宿区は他の区と協力し
てごみを燃やしていた。私たちの健康と安
全を守るために、区をこえて大勢の人たち
が協力して計画的にごみを処理している。

まとめでは意味を
考える教師の問
いかけが必要



問い：「ごみを減らすために私たちはどのような
ことに協力していけばよいのだろう。」

清掃事務所の方が言ってたよ
うに分別を家族に伝えて続け
る。花いっぱい運動でポスタ
ーを作って、ごみを捨てないよ
うにまちの人に呼びかける。

「問い」について意見交換して
【持続可能性や協力関係に
着目して】
【比較して考え選択して】

問いの構成の工夫

すぐに 時間をかけて

１人でも

誰かと一緒に

関わり方を考える問い

立場を明確にでき、学んだことを活用できるツールが有効



児童アンケートの分析

全国平均を上回り、研究実践前から最大６ポイント向上

問いの構成の工夫



成果と課題

問題解決に即した問いの構成の作成を通して

〇問いの役割を意識すると資料や活動が明確に。
〇問いの追究には適切な資料や発問が不可欠。
●教師の一方的な発問で終わることがあった。
●発展の構想や選択・判断する学習の難しさ。

問いの構成

主体的な学びの実現に向け児童の
思考の流れに即して問いの連続性を
図ることが重要



③学習問題を学級で追究して学びを深める
協働的な学習活動の工夫

協働的な学習活動のポイント
①自分の考えをもって話し合う
②実社会の人と対話的に学ぶ
・見学したり体験したりする
・教室で直接的に話を聞いたり質問したりする
・間接的な方法で話を聞いたり質問したりする
・学んだことや考えたことを伝える

③ＩＣＴを活用して人とつながる



協働的な学習の工夫 自分の考えをもち話し合う

自分の考え
「ごらくなどで楽し

んだ文化」
理由は、貴族は仕
事以外にも遊びを
楽しむくらしをして
いたから。

グループの結論

「日本風のゆうが
な文化」なぜなら
今にも伝わる遊
びや服装などが
はなやかだから。

６年「我が国の歴史・貴族の文化」

問い：貴族の文化はどのような文化なのだろう？

今の時代にもつながる
衣食住とごらくを選択

自分の考えと理
由を説明し合う

自分の考えを見える
化して伝え合う方法

納得し合う



４年「水害から地域を守る」
問い：神田川の水害に対し新宿区はどのようなことをしているのだろう？

役所の人に聞けて良かっ
た。私たちが家にいると
きも役所の人や文京区や
消防団の人たちは協力し
て水害を防いでいたなん
てぜんぜん知らなかった。

危機管理課の方に質問し
て、区や東京都の水害へ
の対策や備えを聞き取り

協働的な学習の工夫 実社会の人と共に学ぶ

実社会の人に自ら聞いて学ぶことは、児童の学びを主体的に
し、人々の営みを共感的に理解することができる。



協働的な学習の工夫 ICTを活用してつながる
ＪＡ天童の方にオンラインで

児童が質問する
食糧生産サミットで
プレゼンで提案する

ＩＣＴはコロナ禍の中でも人とつながる学びを可能にする

「えさ寄せ」のロボは、えさ寄
せ作業が終わると自動で充
電器まで戻るすぐれもの。人
手不足の課題を補っている。

天童市の米作りでは、最新の
機械「農業専用ドローン」を使
って、高齢者の負担を減らし
て生産者を増やしていた。



協働的な学習活動を
位置付けた授業構成

協働的な学習の工夫



児童アンケートの分析

全国平均を上回り、研究実践前から最大２４ポイント向上

協働的な学習の工夫



協働的な学習の手立ての授業実践を通して

○学び合い充実に「みんなタイム」は有効。
○実社会の人と対話的に学ぶことは効果的。
○コロナ禍においてＩＣＴが重要な役割。
●時間や方法が足りず形式的な話し合いに。

協働的な学習の工夫 成果と課題

目標の実現に向け、児童の考えを深
めたり広げたりできる適切な学習活
動を意図的に設定することが重要



動機付け

自己効力感

粘り強く
取り組
む態度

社会的事象との出合い

見通し

学習調整
（個人と集団）

振り返り

社 会 的 事 象 と の 関 わ り

問
題
解
決
的
な
学
習
過
程

④主体的に学習に取り組む態度の育成方法と
学習の評価方法の工夫

課
題
把
握

課
題
追
究

課
題
解
決

主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度



④主体的に学習に取り組む態度の育成方法と
学習の評価方法の工夫

主体的に学習に取り組む態度の
育成方法と評価のポイント

①問題解決的な学び方を自覚するための
「学び方カード」の活用

②問題解決の段階ごとに振り返りの時間を
設定して次の段階へ

③各単元ごとの振り返りを積み上げていくこ
とで態度が育成



発達段階に応じた
「学び方カード」を作成・活用

見通し
①学習問題の設定
②学習計画の立案

学習調整
③個人の学習調整
④集団の学習調整

振り返り

⑤追究結果の評価
⑥学んだ過程の評価

自己効力感

主体的に学習に取り
組む態度の育成方法



＜調べる＞

家で調べた後に学
校で付け足すこと
ができたのでよか
った。

主体的に学習に取り
組む態度の育成方法

６年「国づくりへの歩み」
学び方カードの記述の実際

＜まとめる＞

大切に保管し未来
の人が調べられる
のはすばらしい。
心に残った。

＜単元終了後＞

その土地の遺跡を考え
るのはとてもよい。だか
らこれからは四谷の移
り変わりやいつから中
心が東京になったのか
を考えていきたい。

学び方
の自覚

＜つかむ＞

二つの時代
の共通点や
違う点を考え
たい。

見通し → 調べ直し → 振り返り → 学習の価値付け
問題解決の学習段階ごとに振り返りを行うことで学び方を自覚できた。



主体的に学習に取り
組む態度の育成方法

生活科２年「まちたんけん」
ふりかえりカードの記述の実際

＜願い＞

こんどは人のす
てきをいっぱい
見てみたい。

＜活動＞

グループで見学
先を選択し、た
んけんに行く。

＜ふりかえり＞

学校の給食でも〇
〇さんのとうふを使
ってる。それを朝４
時から作るんだ。

願い→活動→
振り返り→
気付き→願い
の活動サイクル

振り返りの観点 ①やってみたいこと
②考えたり工夫したりすること

③最後まで取り組むこと



主体的に学習に取り
組む態度の育成方法

児童の学び方の分析
（記述例一覧表の作成）



児童アンケートの分析

全国平均を上回り、研究実践
前から最大２２ポイント向上

研究実践前から向上
最大２７ポイント向上

主体的に学習に取り組む態度の育成方法



成果と課題主体的に学習に取り
組む態度の育成方法

ふりかえりカードと学び方カードの活用を通して

○児童や教師の問題解決的な学び方の自覚が高
まった｡
○記述を分析することで、教師が具体的な児童の
姿を捉えることができた｡
●カードの活用を学年で共有していく必要がある。

問題解決の学び方を教師と児童が自
覚し、計画的に振り返りを位置付けて
学習展開することが重要



研究のまとめ 社会的事象の見方・考え方を働かせて
学習問題を協働的に追究する児童

社会科の授業づくりのステップ

視点・問い・知識・資料から
指導内容を明確にした教材研究による授業構想

児童の思考の流れに即して
問いの連続性を図った問題解決の展開案

児童の考えを深め・広げる
協働的な学習活動の設定

教師と児童による
次の学びに生かす振り返りの設定

単元の適切な評価活動の設定

教師の適切な指導

指導と評価の
一体化

児童の
主体的
な学び
の保障


